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山
あ
い
に
田
を
拓
く
②
（
原は

る

井
手
、番ば

ん

所し
ょ

の
棚
田
）

番ば
ん

所し
ょ

の
棚
田

番
所
の
棚
田
は
山
鹿
市
菊
鹿
町

上
内
田
に
あ
り
ま
す
。「
番
所
」

の
地
名
は
か
つ
て
国
境
の
交
通
の

要
所
に
設
置
さ
れ
た
御
番
所
が

あ
っ
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。
番

所
地
区
は
八や

方ほ
う

ケが

岳た
け

や
国
見
山
な

ど
の
標
高
千
㍍
級
の
山
々
が
連
な

る
筑
肥
山
地
の
南
側
に
立
地
し
て

い
ま
す
。
棚
田
は
上
内
田
川
に
流

れ
込
む
小
さ
な
川
が
造
っ
た
深
い

谷
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
急

斜
面
に
水
田
を
つ
く
る
の
は
困
難

な
作
業
で
す
。

谷
筋
に
あ
る
山
林
を
切
り
拓
き
、

斜
面
を
階
段
状
に
加
工
し
、
上
面

に
平
坦
な
水
田
面
を
作
り
ま
す
。

階
段
状
の
水
田
を
維
持
す
る
た
め

に
、
水
田
の
側
面
に
は
自
然
石
を

利
用
し
た
石
垣
を
築
き
ま
す
。

谷
全
体
に
広
が
る
棚
田
と
棚
田

の
担
い
手
が
住
む
集
落
と
が
調
和

し
た
農
村
景
観
は
美
し
く
、
訪
れ

る
人
々
に
感
動
を
与
え
ま
す
。
秋

の
訪
れ
と
と
も
に
、
頭
を
垂
れ
た

黄
色
の
稲
穂
が
実
る
水
田
の
周
り

に
は
真
っ
赤
な
彼
岸
花
が
咲
き
並

び
ま
す
。
懐
か
し
い
故
郷
の
風
景

は
、
平
成
11
年
に
「
日
本
の
棚
田

百
選
」に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
担
当
：
菊
池
市
生
涯
学
習
課
）

る
と
、
測
量
技
術
や
土
木
技
術
が

向
上
し
、
高
い
技
術
の
も
と
に
水

路
が
開
削
さ
れ
ま
し
た
。

原
井
手
は
全
長
約
11
㌔
も
あ
る

長
距
離
の
水
路
で
す
。
こ
の
水
路

で
、
農
業
土
木
技
術
史
上
、
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
の
が
約
４
５
０

㍍
の
水
路
ト
ン
ネ
ル
で
、
肥
後
藩

最
古
の
も
の
で
す
。
惣そ

う

庄じ
ょ
う

屋や

の
河か

わ

原は
る

杢も
く

左ざ

衛え

門も
ん

は
こ
の
井
手
開
発
に

尽
力
し
、
そ
の
功
績
を
顕
彰
す
る

記
念
碑
が
原
井
手
の
北
側
を
通
る

県
道
２
０
３
号
線
の
道
路
そ
ば
に

建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館

で
は
、
７
月
か
ら
９
月
の
期
間
限

定
で
、
こ
の
原
井
手
を
下
る
イ
デ

ベ
ン
チ
ャ
ー
が
体
験
で
き
ま
す
。

カ
ヤ
ッ
ク
に
乗
り
、
水
の
流
れ
に

身
を
ま
か
せ
、
水
の
流
れ
る
音
や

風
を
感
じ
る
こ
と
で
、
井
手
が
作

ら
れ
た
当
時
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

し
た
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。

菊
池
川
流
域
で
行
わ
れ
て
い
る

稲
作
の
場
所
は
、
水
田
が
立
地
す

る
地
表
の
形
態
で
大
き
く
３
つ
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ

ら
は
菊
池
川
上
流
の
山
間
地
、
中

流
の
平
地
、
下
流
の
海
辺
で
す
。

こ
こ
で
は
山
間
で
の
稲
作
に
必
要

な
水
と
耕
作
地
を
取
り
上
げ
ま
す
。

原は
る

井い

手で

原
井
手
の
井
手
は
山
野
の
地
層

を
き
り
拓
い
て
作
ら
れ
た
用
水
路

で
す
。
こ
の
用
水
路
を
流
れ
る
水

が
標
高
の
高
い
土
地
で
の
稲
作
を

可
能
に
し
ま
し
た
。
水
は
高
い
所

か
ら
低
い
所
に
流
れ
ま
す
。
こ
の

水
を
広
い
範
囲
で
利
用
す
る
に
は
、

高
低
差
の
あ
る
水
路
に
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
菊
池
市
原
に
あ
る

原
井
手
は
元
禄
11
（
１
６
９
８
）

年
に
工
事
が
開
始
さ
れ
、
３
年
後

に
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
頃
に
な

イ
デ
ベ
ン
チ
ャ
ー

彼
岸
花
咲
く
番
所
の
棚
田

遺跡位置図

①原井手　②番所の棚田

九
州
新
幹
線

九州自動車道

竜門ダム

菊池川
菊池市

山鹿市

和水町

玉名市

②

①

②

鹿児島本線

①

鹿
央
里
や
ま
蓮
ま
つ
り

岩
原
双
子
塚
古
墳
に
隣
接
す
る

ハ
ス
公
園
で
は
、
約
二
千
年
前
の

ハ
ス
と
い
わ
れ
る
大
賀
ハ
ス
を
は

じ
め
、
約
10
種
類

の
ハ
ス
が
見
ご

ろ
を
迎
え
ま
す
。

と
　き
（
予
定
）

６
月
23
日
㈯
～
８
月
５
日
㈰

と
こ
ろ

　
鹿
央
古
代
の
森

　「
里
や
ま
」古
代
ハ
ス
園

イ
ベ
ン
ト
情
報
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問い合わせ先
生涯学習課
社会教育係

☎ 0968（25）7232

❿

菊池川 日本遺産 検索

山
あ
い
に
田
を
拓
く
②
（
原は

る

井
手
、番ば

ん

所し
ょ

の
棚
田
）

番ば
ん

所し
ょ

の
棚
田

番
所
の
棚
田
は
山
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鹿
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内
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に
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に
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ま
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こ
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よ
う
な
急

斜
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に
水
田
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く
る
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は
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難

な
作
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斜
面
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上
面
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水
田
面
を
作
り
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階
段
状
の
水
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る
た
め
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、
水
田
の
側
面
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然
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石
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谷
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る
棚
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棚
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担
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調
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感
動
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周
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本
の
棚
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池
市
生
涯
学
習
課
）

る
と
、
測
量
技
術
や
土
木
技
術
が

向
上
し
、
高
い
技
術
の
も
と
に
水
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削
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ま
し
た
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井
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11
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る
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井
手
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０
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流
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。
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。
そ
れ

ら
は
菊
池
川
上
流
の
山
間
地
、
中

流
の
平
地
、
下
流
の
海
辺
で
す
。

こ
こ
で
は
山
間
で
の
稲
作
に
必
要

な
水
と
耕
作
地
を
取
り
上
げ
ま
す
。

原は
る

井い

手で

原
井
手
の
井
手
は
山
野
の
地
層

を
き
り
拓
い
て
作
ら
れ
た
用
水
路

で
す
。
こ
の
用
水
路
を
流
れ
る
水

が
標
高
の
高
い
土
地
で
の
稲
作
を

可
能
に
し
ま
し
た
。
水
は
高
い
所

か
ら
低
い
所
に
流
れ
ま
す
。
こ
の

水
を
広
い
範
囲
で
利
用
す
る
に
は
、

高
低
差
の
あ
る
水
路
に
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
菊
池
市
原
に
あ
る

原
井
手
は
元
禄
11
（
１
６
９
８
）

年
に
工
事
が
開
始
さ
れ
、
３
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問い合わせ先
生涯学習課
社会教育係

☎ 0968（25）7232

社会教育課
文化係

☎0968-34-3047「
里
や
ま
」
古
代
ハ
ス
園

（
予
定
）

子育てサークル
ピノッキオ

にこにこクラブ

子育てひろば
開 設 日
開 設 時 間
利用できる人

開設日

日　時
場　所
予　約
予　約
問い合わせ先　菊水ひまわり園内　子育て支援センターピノッキオ　亀丸・柗本　☎0968・86・5655

問い合わせ先　三加和総合支所内　和水町子育てひろば　☎0968・34・3111（内線787）

月 火 水 木 金

1 ピノッキオフレンズ
紙漉き体験！
※予約された方のみ
（子育てひろば）

4 5 6 ピノッキオパーク 7 8
父の日の

プレゼント製作自由にご利用ください 自由にご利用ください 自由にご利用ください 自由にご利用ください

11 12 13 ピノッキオパーク 14 15
誕生会

（要予約・６日まで）自由にご利用ください 自由にご利用ください 自由にご利用ください 自由にご利用ください

18 おひさまタイム 19 20 ピノッキオパーク 21 22
（10時～11時）

救急講習
心肺蘇生とAEDの
使い方について自由にご利用ください 自由にご利用ください 自由にご利用ください 自由にご利用ください

25 26
園行事の為、
ルームをお休み
させて頂きます。

27 ピノッキオパーク 28 29 ベビーマミー
七夕製作
身体測定

（0歳児親子と妊婦さん対象）

Tシャツをデコろう！　
（要予約・22日まで）午前中のみルーム開放 自由にご利用ください

ピノッキオでは、「親子の交流」「子育て相談」「子育ての情報提供」「子育てサークル支援」
などをとおして仲間つくりや子育てのサポートを行なっています。

　今回は、それぞれ好きなヘアアクセサリーやマニュキュア
を持ち寄って簡単にできるオシャレを学び合いましょう。

毎週　火・木・金
午前10時～正午　午後１時～４時　　　　　　　　　　　　　無料
０歳から就学前の子どもとその保護者・妊婦・子育て支援に携わる人
おじいちゃん、おばあちゃんとの利用も大歓迎です。

６月15日（金）午前10時30分～正午
中央公民館（1F和室）
ヘアアクセサリー、マニキュアなど自由にご持参ください。
予約は必要ではありませんが、参加したい人はお知らせ頂けると助かります。

※イベントの無い日のご利用もお待ちしています。

基本事業…①親子の交流　②育児相談　③情報提供　④子育て講座・講習

寝相アート
お母さん達の力作で、大盛り上が
りの鯉のぼり寝相アートでした！

母の日製作
カーネーション、バラを生けて
素敵なフラワーアレンジメント
ができました。

スクラップブッキング
子どもの写真をレースやテープ
等で飾りつけ、可愛く仕上がり
ました。

※詳しくは『おたより』または、『町のホームページ』をご覧ください。

※�原則として、和水町在住及び町内に勤務する人です。また、出産や休暇を利用して帰
省中の人も利用できます。

こどもの日お祝い会
端午の節句、初節句のお祝い。
元気に健やかに大きくなぁれ！

お散歩
用木公民館へお邪魔して近くを
お散歩しました。緑が鮮やかで
とても気持ちが良かったです。

左のマークの日は、自由に利用できます。
イベントの日の午後からもご利用ください。

　チャイルドシート・ジュニ
アシートが必要な人は最長
７日間貸し出します。詳しく
は、住民課健康福祉係（34・
3111）健康福祉課子ども
家庭係（86・5724）にお
尋ね下さい。

チャイルドシート
短期間
貸し出します

6月/   ７日木 「おまわりさんの出張講座」 午前

6月/ 12日火 「父の日製作」 午前・午後　要予約　先着15組
　・可愛い子どもさんの写真を入れてキーホルダーにします。

6月/ 14日木
「マンスリーフォトデー＆誕生祝い」 午前・午後
　・写真を撮影し、その月の姿を残しませんか。写真は後日ひろばの日に飾りつけをします。
　・身体測定も行います。☆昼ご飯OKの日☆（午前から午後まで連続して利用できます。）
　・一日利用する人はお弁当をお持ちください。（パン屋さんが来ます。）

6月/ 15日金 「マンスリーフォトデー」 午前・午後　（予備日）

6月/ 19日火 　「誕生布ぞうり作り～赤ちゃんのほっぺ～」午後　要予約　12日（火）まで
　※妊婦＆0歳児限定のイベントです。

6月/ 26日火 「環境教室」 午前　要予約　19日（火）まで

　・ＰＰバンドボールを作ります。

7月/   ５日木 　「七夕交流会」
午前

集合場所：和水町福祉センター

毎週月曜～金曜　午前９時～正午、午後１時30分～４時

今月のイベント

利 用 料

「ネイルアート」
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